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私がボウンさんと初めて出会ったのは大学に入ってからです。韓国でハンバット大学の1年生の時、同じ

学科（日本語学科）でした。

初対面の時は互いに向かい合って座ることになったが、ぎごちなく笑いながらあいさつを交わすだけでし

た。その後も仲良しの友達がパラバラになって、あまり話し合う機会がなかったです

でも、ほとんど同じ授業を受けていたし図書館とか講義室でよく会えたので学科の友達として仲良く過ご

していました。その時は確かにボウンさんともっと親しくなりたかったと思います。
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日本に留学が決まったとき、ボウンさんと一緒に住むこと1こなったという二とが分かりました。正直に言

うと、はじめてそういうことを聞いた時はちょっと不安というか、心配でした。いくら仲良しの友達だと

しても誰かと一緒に住むこと1二なったら必ず仲が悪くなるとの話を聞いたことがあったからです。もしか

して、相性が悪かったりすると言い争いする二ともあってとても大変だと誰かに聞いた覚えがありました。

そのような心配をいだいて、ボウンさんとの留学生活が始まったのです。なので、私はずっとボウンさん

についてもっと知りたいと思っていました。ちょうどその時、このインタビュに気が付いたのです。これ

から私がボウンさんのことをインタビューしたらもっと親しくなれるし、一緒に住んでいる問私が歩調を

合わせるところがあったら早くキャッチしたほうがいいと思いました。二れは確かに一石二鳥だと感じて

ボウンさんをインタビュー相手として決めました。
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ボウンさんは今私と一緒に臼本に留学していて、同じ家で住んでいます。彼女は21才（韓国の歳では2

2才）で、專攻は慶本語です。外形的に見ると、背がちょっと高＜てやせていて、赤いメガネをかけてい

ます。また、彼女はピンクが大好きで持っているものはほとんどピンクです。

彼女は私と同じようにそそっかしい性格で忘れものが多いです。それで私とボウンさんは二人ともうっか

りして物をどこかに置いてくることがよ＜あります。

先賢はこのようなエピソ＿ドもありました。ボウンさんが米を研いでおひつに入れておいたのに1時間が

たってもご飯ができなくて見圓したら電源のコードがつながっていなかったのです。その時はおなかがす

いて大変でしたが今思い出したら、薗白いです。

そして昨日はボウンさんの誕生日だったのでささやかなパーティーをしました。留学生のともだちとボウ

ンさんと一緒にカレーとケーキを作って食べました。とても楽しい時闘でした。

ボウンさんはおもしろくてかわいい人だと患います。これから、このインタビューをしながら私が知らな

かった彼女の魅カについてもっと知りたいと懸います。
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今度のテーマメモ2はボウンさん（インタビュー相手）が私にとってどんな人かを申心に

書きたいと患います。

韓国にいた時はボウンさんとあまり親しくなかったのでどんな性機の人か、何が好きなのか全然知らなか

ったです。でも日本に留学して、一緒に住むことになってから、ボウンさんについてだんだん分かってき

ているところです。

一言で言うと、彼女は私と正反鯨のタイプだと思います。もちろんそそっかしくて失敗が多いところとか、

食べることが好きだというところなどは似ていますが、その他に何かを行うことにとってボウンさんはの

んきな人で、私はちょっと気が短かいほうです。

それで、私があまり急ぎすぎて事を失敗した時に、ボウンさんが患告してくれたり、手伝ってくれること

があります。遡こ、急な状況でボウンさんがのんびりしていたら、私が急いで事を処理することもあって、

お互いに不足なところを助け合いながら暮らしています。おかげで正反対のタイプの人と一緒に馨らして

いくのは悪いと考えられるより、面白いなと愚っています。いつのまにか生活の半分を頼っていて、ボウ

ンさんは今私にとって欠かせない大切な友だちです。また、私はわがままで人を困らせるタイプの人が嫌

いですが、ボウンさんは人をよ＜配慮する長所を持っています。

そして私が最近気づいたのはボウンさんは自分が好きなことに精神を集中させる能カが優れるようです。

自分が婚きな小説を読んだり、好きなゲームをしたりする時は夢判こなっている姿をよく見ます。その時

はわたしが話し掛けても聞こえていないときもあって、驚きました。

最近、彼女は韓国にいる家族のことを心配しているように昆えます。毎日一緒に薯らしていたおぱあさん



と弟のことが気にかかると言います。その理笛はたぷん「ボウンさんが日本に留学してからずっと心配に

なって眠れないjとのおぱあさんからの電藷があったからだと思います。更にボウンさんの弟は今大学1

隼生なのに、毎臼アルバイトぱかりしていてそれも心配だそうです。学生のとき、アルバイトするのはも

ちろんいいですが、臼夜アルバイトぱかりしていると、勉強とか他のことに支障が出ると恩うからです。

それでアルバイトを辞めて毛、弟はボウンさんに「今のバイトに溝足していて、大丈夫だ」と返事したの

で、気になっているように見えました。でもこれからは肯定的に考えるはずだと言って私もよかったと思

っています。

何か悩みがある時や何だか憂麓な心になる蒔、誰かがそぱにいてくれるのはそれだけで心強くなると思い

ます。一人暮らしではなく、ボウンさんと二人で佳んでいるうちにそういう思いがよくします。。

このインタビューをしながら、人の顔形が互いに逢うように私と牲格と素質と考え方がおのおの嚢なって

いる誰かをわかってくることは薗自いなと思っています。

偶然出会って、一緒に留学して今は一織こ暮らすことになった相手の魅カを分かっていく過程として、イ

ンタビューはすれぱするほど楽しいです。

それで、これからも私には持ってないところを持っている私とは逢う相手のことをインタビニL一するのに

頑張りたいと思います。

これからボウンさんとインタビューした結果ラフです。インタビューする前にいくつかの質問を考えて聞

いてみました。

まず最近の留学生活はどうかという質問に「このごろは生活に績れてて楽しい時閥を過ごしている。目本

の食べ物はおいしいし、鷺本人もとても親切で気に入っている。欠点があるとしたら、どんどんすごく寒

くなってそれがちょっと困っている」と答えてくれました。

また、これからの望みとか計画に関する質問には嘔本人の友達がほしい竈気楽にしゃべられる漆当の友

達と付き合いたい竈他には1ヨ本語がもっとぺらぺらになったら秋蟹以外の場所へ行ってみたい。旅行が好

きだから」という答えでした。

そして、買本にきて関心を持っていることは何かという質問に「跨々秋田の人と会って話すとき方言が全

然分からなくて困ったことがある。で、最近方言について関心を持っているし、面自い表現とかあれば勉

強したい。またこのごろは生活費が足りなくてアルバイトも探している」と。これはもちろん私にも該当

する答えだと患います。

またボウンさんは自分のことについてどんな人だと恩っているかと闘いたら、　ζ今よりもっと物事に積極

的に行動する必要があると患う。消極的な性柊を変えたい。そそっかしいくせも直したい。これから自分

のことに満足できるところまで頑張りたいと患う」と答えてくれました。

最後に、私のインタビュー相季として感想とかあれぱ闘かせてくださいとの要講に「私が誰かのインタビ

ュー相手になったこと自体がうれしい。このインタビューをしながらユミちゃんともっと仲良くなったし、

お互いにいろいろのことについて知るようになったと思う。私をインタビュー福季として選んでくれてあ



りがとう。役1こたたかどうか分らないけど、これからもよろしく」と答えてくれました。

インタビュー結果を作成しながら、私がインタビューをし始めた時より、ずいぶんボウンさんの二とにつ

いて色々分かるようになったと思います。不思議だとも感じましたが、確かにこのインタビュー活動で私．

とは違う他人の文化を理解することが出来ました。

彼女1こついてもっと詳し＜インタビューしたいと恩って、彼女は何が好きで、何が嫌いなのか、今何を目指しているの

か、ということなどを聞いて、その結果をプロフィ＿ルとしてまとめました。

好きな歌手＝スガシカオ

キャラックター：リラックマ

食べ物；ラーメン、ピザ、チキン

好きな色；ピンク

好きな季節・天気：初夏・涼しい天気

好きな科目；そんなことあるわけない

好きな理想型1メガネをかけて、背が高くて、スーツが似合う人

好きな物＝大事1二する香水

好きな場所＝カラオケ

好きなプログラム：ミュージックステーション

好きな歌：嵐のOne　Love

好きな動物；ネコ

しゃれた文句；One　man　with　courage　makes　a　ma」ority．

嫌いなタイプ＝責任感がない人、

こと；皿洗い

食べ物＝海産物

行動＝偉そうに振舞うこと

場所；地下鉄

映画1恐怖映画、残酷な映画

プログラム；お笑い番組

歌手：特1二ない

動物＝犬

自分の話しか言わない人。

現在秋田大学で留学中、目本語の勉強。

目指すこと：日本の会社に働きたい



最近ほしいもの；帽子、手袋、まふら（冬用品なら、全部ほしい）

最近泣いたこと；クラナドを見て、筋が悲し＜て泣いた

最近笑った二と1友だちが私のマネをして、その格好が悪＜て笑ってしまった

最近誇り1こ思ったこと：日本のドラマとか、映画を宇幕なしに見れたこと。

失望した二と1テストの結果を見て、ガッカリした

最近行きつ1ナの店は；時遊館（カラオケ）

行きたいと二ろ；東京、大阪

今の自分自身に点数をつけるとしたら：10点満点にして、8．5点＜らい

今やりたいこと：ショッピング（でも、お金がないから無理）

酒i・酒癖：焼酎一本くらい。酒1二酔ったら，笑いすぎる

寝癖＝周りを転がっている

一番記憶1こ残った旅行：一人でソウルに行って、あちこちを見て回った旅

一番記億に残った夢1韓副二戻った夢でした。

感動を受けた本；乙一致の君1＝しか聞二えない

一生の最大の嘘；私は勉強が上手だ

辛い時1二一番励まし1こなった言葉；君なら大丈夫だよ。出来る！

今後悔すること；高校3年のとき、一生懸命勉強しなかった二と

お勧めの観光地＝韓国の済州島（ゼジュド）

自分なりの思い出を保管する方法1写真、日記

日本語の勉強を始めたきっかけ≡スガシカオの歌を聞いて歌詞がとて毛よ＜て、日本語に興昧を持った。
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まだインタビューのことが完壁ではない気がしますので、最終レポートの作成の前にもっとはっきり

まとめしておく必要があると思います。なので、　「私はどうしてボウンさんのことをインタビューしたく

なったのか」その動機とこのインタビューをして、相手について分かったこととか、もっと知りたくなっ

たこと、相手は私1ことってどのような存在なのかということを考えて、これからの最終レポートに向か

って頑張ります！
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ボウンさんと私は好きな音楽のジャンルとか好きな男のタイプ、好きな食べ物など違うところがいっぱい

あります。物事に関しても私はさっさと済ますほうが好きで、ボウンさんはあとでゆっくりするほうです。

またボウンさんは頑固な性格で我が強いほうです。一緒に料理をしたり掃除したりするとき、意見が違っ

たら相性が合わなくて困ったこともありました。でもその過程を繰り返して今は、互いに違うところに気



付いて、意見が違ったら互いに無視されないように各々考え方の違いを尊重する二とになりました。

つまり、ボウンさんと私の違いを認めて、互いに配慮するのが一番大事なことではないかと思います

ボウンさんと同じ家で住むことになってからもう3か月になりました。

日本に来たぱかりで、何が何だか分からなかった時私たちは二人暮らしだから本当によかったと安心しま

した。その時は互い1こ励まし合ったり、頼り合ったりしながらカになってくれました。

一緒に暮らしながら絶対忘られない面白い思い出話もたくさんあって誰が先というまでもなく、たまにそ

の時の話を持ち出して懐かしいなと思いながら微笑んだ二ともあります。

それだけ今ボウンさんと私の間には家族のような情が出来でいる気がします。二のまま行くとしたら、多

分韓国に帰る時期になると、切っても切れない仲になるだろうと思います。

何か辛いことがあったり、悩みがある時、ポウンさんはいつ毛嫌気もなく積極的に私からの相談に付き合

ってくれます。私の最高のルームメートボウンさんは私にとって友達であり、家族でもある大切な存在で

す。
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初めて今のメンパと同じグループになったとき、ぎごちなく笑いながら自己紹介したことを覚えています。

その時は、グループに女の子は私だけでなんとなく恥ずかしい気がしてあまり喋ることもな＜、これから

どうしたらもっと仲良くなれるかなと心配しました。

でも、みんな優しくて何か分からないことがあったら手伝ってくれたし、ボムソクと私にいろいろよくし

てくれました。性格も明るくてみんな本当にいい人だと思います。同じグループになってよかったです。

この授業を受けながらレポートを書くのはちょっと大変でしたが、他に授業方式とかクラスの活動はとて

もいいと思います。そしてまたこのような国際交流の授業があったら、ぜひ受けてみたいと思います。



rこんな親になりたい」という大人のモデル

秋田大学　教育文化学部

学校教育課程

教科教育実践選修　2年
氏名：伊藤晃平

グノレープ7
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1．はじめに

　員本事情nという科目は多様な背景を持つ人、そして自分自身とじっくりコミュニケー

ションすることで、

①自分にとってのr文化」とは何かを見つける。

②ギ多文化コミュニケーション」の方法を体得する。

③コミュニケーションすることの意義を知る。

をねらいとしている。

　授業ではグループを作り、グループ内でr自分にとって魅力的な人」を紹介することを

出発点とし、仮説をたててインタどユ㎞したりグループ内での意見交換を通して、ねらい

の達成を目指す。

2．インタビュー相手について

2－1．インタビュー相手の紹介

自分はインタビュー相手に自分の「母」を選びました。

2－2．インタビュー相手に決めた動機

　自分の母は自分が困っているときに、いっも相談にのってくれます。大学進学のとき、

どこの大学に行くか迷っているときに、いろいろとアドバイスをくれました。また、最近

では大学卒業後の進路にっいて母と話し合うことが多くなってきました。

　自分は今、大学に自宅から通っているので親と一緒に住んでいます。大学卒業後はどう

なるか分かりませんが、一人暮らしをすることになるかもしれません。一人暮らしをする

ということは、親と別々に暮らすことになるということですが、

　　　　　　「今の生活の中で、自分にとって親の存在とはなんなんのか？」

ということについて今一度深く考えてみようと思いました。

3．ねらい

　親子関係について考え、自分にとってどうして母が魅力的な人物なのか

を明らかにする。



4．方法

①5人程度のグループをつくる。

②誰にインタビューしたいか、その人は自分にとってどんな人か、につい

　てアイディアメモを書く。

③アイディアメモについてグループ内で意見交換をする。

④インタビュー相手の紹介、インタビュー相手に関する印象的なエピソー

　ド、インタビュー相手が自分にとってなぜ魅力的なのか、等についてテ

　ーマメモ1を作成する。

⑤テーマメモ1についてグループ内で意見交換をする。

⑥④でもらった意見を参考にテーマメモ1の内容をより深めていく。テー

　マメモ2を作成する。

⑦テーマメモ2についてグループ内で意見交換をする。

⑧インタビューをして、インタビュー結果を書く。

⑨インタビュー結果についてグループ内で意見交換をする。

⑪下書きを書く。（←現在はここまで）

⑪最終レポートを書く。

5．なぜ魅力的か？

5－1．母と自分、親と子

　自分がインタビュ㎞する予定の、母について紹介します。

自分にとって母は、母というよりも「友だち」のような存在です。「母」を「友だち」、あるい

は1人の「人閻」としてとらえるという感覚は、青年期（11歳～22歳）における自律のなかで

生じることです。そのことから青年期を「親子関係を再編する時期」と言いますが、間題は

「親」を「1人の人閲」としてとらえられるようになった後だといいます。自分は現在19歳で

青年期に含まれるのですが、今一度親子関係について考えるべきなのではないかと思いま
した。

　自宅から大学に通っている自分は、食事の準備や洗濯など、親に頼りっきりになってし

まっていることがたくさんあります。大学生になると一人暮らしをする人が多いと思いま

す。そんな中で自分は自宅から通っているわけで、将来的に一人暮らしをすることになっ

たときが心配でなりません。哺宅から通うのは経済的に良い」ということを理自ヨから、一

人暮らしではなく自宅から通うことを選んだのですが、最近では「自炊するのが面倒」とい

う理由に変わってきているような気がします。今更、｝人暮らしをするつもりはありませ

んが、自宅にいても自分でできることは、なるべく自分でやろうと思いました。

　｝本事情E」の授業をとっていなかったら、このようなことを考えたり親とじっくり話



すような場面を作ることはできないと思いました。この機会を有効利用して、親子関係に

ついて考えていきたいと思いました。

5－2．理想的な親のモデノレ

　私は、教育文化学部の学校教育課程という将来教員を目指す人たちが入る課程に所属し

ています。（私は教員を目指してはいません。）カリキュラム的に、子どもの発達や育て方

等についての講義を受ける機会が多く、様々な方法を勉強してきました。しかしここで、

自分は親や杜会の中でどのように育てられてきて、今の自分はどのような状態にあるのか、

という疑闘が浮かんで来ました。そこで、今回のインタビューでは母がr自分をどのよう

に育ててきたのか」という点について聞いていきたいと思いました。また、それを踏まえ

て、今度は自分が親になったときに「子どもをどのように育てていけばよいのか」というこ

とにっいても考えていきたいと思いました。

　精神は「身体的な拘束」によって形成されるといいます。つまり、身体的な拘東を受ける

ことで、心の構えができ、豊かな精神を持つことができるということです。心の構えがで

きると、対人関係において場の雰囲気に従って振る舞え、他人とのコミュニケーションを

通して、豊かな感情・精神を身にっけることができる、ということです。小さい頃に、な

んの制限も与えず自由に行動させてしまうと、例えば小1プロブレムというような多動症

の傾向を持った子どもに成長してしまうといいます。では、自分は親にどのように育てら

れてきたのでしょうか。自分を客観評価するのはなかなか難しいことであり、自分はこう

思っていても他からは別に思われている、ということはよくあることです。ここでは、あ

えて自分の中に答えを用意せず、インタビューをしていく中で答えを見つけていきたいと

考えています。

　子どもの育て方として三歳児神話について学習する機会があったため、その点にっいて

も今回のインタビューで内容の理解を深めていきたいと思います。三歳児神話とは、子ど

もが三歳までは家庭の母親のもとで育てないと、後々取り返しのつかないダメージを子ど

もに与えるというものです。私は、父と母が共稼ぎだったため、母が一’閏中付きっきりで

自分を育てていたわけではありません。しかし、私自身実感してないだけかもわかりませ

んが、取り返しのつかないダメージは負っていないと考えていま。私は、乳児期・早期児

童期のほとんどを母の母、つまり私の叔母から育てられました。子どもの養育について言

えることは、必ずしも母親が子どもを育てなければいけないわけではなく、子どもが愛着

を形成する機会を得られているかということが大切であり、父親でも叔母でも叔父でも誰

でも母親と同じほどに良い養育者になれるということです。こうなると私と叔母の聞柄は

良くなっても、私と母あるいは父の間に何か影響はないのか、という闘題が浮上してきま

す。このような点から、母が私を育てていくうえで何かしらの工夫や心がけをしていたも

のと考えました。このこ二とについて、インタビューの中で聞いていき、自分が親になった



ときの参考にしていきたいと思います。

　今度は、これからの私についてです。私は大学に入ってから、自宅から通うか一人暮ら

しをするかで悩んだ結果、自宅から通うことを選びました。その結果私は1人で食事の準

備をしたりすることがほとんどできないと思います。私はこのまま大学を卒業するまで自

宅から通い続けるつもりなので、一人暮らしを経験しないまま就職をしていくのだと思い

ます。就職も自宅からそんなに遠くなけれぱ自宅から通うつもりでいます。これは、経済

的に有利であることを理由にした親への甘えなのではないかと思います。自分のこれから

についても今回のインタビューを通して考えていきたいと思います。

5－3．インタビューを終えて

　母は自分が生まれると仕事を辞め、育児に専念したようでした。しかし、3ヶ月後、元

いた職場から「もう一度来てくれないか？」と誘われ、職場に復帰したようです。その後、

自分は母の母（つまり、おばあちゃん）に育てられたらしいです。おばあちゃんとは同居し

ていたわけではありませんが、同じ市内にいたので、朝に母がおぱあちゃんの家に自分を

預けて職場に行き、帰りにおぱあちゃんの家によって、連れて帰る、というのが1目の流

れでした。今思えぱ、自分はほぼおぱあちゃんに育てられた、と言ってしまって良いよう

な気がします。中学校にあがるまでは、帰宅先はおぱあちゃんの家でした。けっきょく、

自分は母には幼少時代にほとんど育てられていないようなものですが、おばあちゃんがい

てくれたおかげで、「取り返しのつかないダメージ」というのを負っていないのだと思いま
した。

　おぱあちゃんに育てられた、と言いましたが、実際、母に育てられるよりもそのほうが

良かったのかもしれません。母とおぱあちゃんは全然似ていません。母はどちらかという

とゆっくりとした性格ですが、おぱあちゃんはテキパキとした性格です。また、母はそれ

ほど手が器用というわけではありませんが、おぱあちゃんはとても手が器用で自分が子ど

もの頃に折り紙や貼り絵や切り絵などたくさん教えてくれました。インタビュー梱手を安

易に母と決めてしまいましたが、今思えば、おばあちゃんにインタビューすれば良かった

のだと思ったりもしています。

　では、おぱあちゃんが自分をどう育ててきたのか？ということですが、今のおばあちゃ

んの自分に対する対応などから推測すると、かなり甘やかして育てていたのではないかと

思います。

　今住んでいる家は、おばあちゃんの家と直線距離で300mくらいしか離れていません。

なので、夕飯のおかずを毎目ではありませんが、しょっちゅう屈けてくれます。

　けっきょく母とは、子育ての話よりも卒業した後どうするか？という話になりました。

今現在、地元から秋田市まで電車で通っているので「秋因市内に就職したら、自宅から通っ

たほうが良い。」というようなことを母は言っていました。おそらく自分は県外就職などし



ない限り、卒業後も家から職場に通うことになるのだろうと思いました。しかし、そうな

るとだいぶ親に依存しすぎているな、と思います。今は朝食の準備等母にやってもらって

いますが、来年あたりからは自分もやるようにしていきたいと思います。自分が朝早い電

車に乗らなけれぱいけないぱっかりに、母を必要以上に早く起こしてしまっています。自

分でできることは自分でやるようにしていこう、という話でまとまりました。

6．最後に

　けっきょく自分が母を魅力的な存在と思う理由は、自分にとって母が、将来こういう親

になりたいというモデルだからだと思います。最近世聞では家庭内での間題が騒がれてい

ますが、母の育て方が良かったのか何事もなくとても平和に？暮らせています。将来自分

が人の親になったときのために、母からは子育てや「親」というものにっいてたくさん学

んでいけたらと思います。

7．「目本事情皿1」を振り返って

　昨年の4月、友人が「目本事情豆という授業をとろう」と自分に誘ってきました。あい

にく自分は別の授業が入っていたため、断ってしまったのですが、その後友人からその「日

本事情」という講義の内容をしばしば聞くことがありました。話を闘いているうちにその

講義内容に興味が出てきました。というのも、自分は留学経験や海外へ行った経験がなく、

違う国の文化に触れる機会がほとんど無かったため、留学生がたくさんいる、というのが

とても興味深かったのです。そして、後期が始まり「冒本事情工1」に履修登録することに

しました。

　自分が想像していたよりも留学生がたくさんいて、最初はやっていけるのか不安になり

ました。しかし、一緒のグループになったユミとボムソクはとても目本語が上手で、そん

な不安などすぐに無くなりました。二人にはとても感謝したいです。

　授業全体を通して、訂文化とは何か」考えることができたと思います。また、段階を踏ん

で「自分にとっての魅力的な存在」を見つけることができました。この講義を受けて良か

ったと思います。
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1　どうしてK先生にインタビューしようと思ったのか？

1－1　学校の先生に注目してしまう自分

　私は、今年で秋田に来て2年目になりました。秋閏での生活が始まってからこれまでに

様々な経験をしてきました。誰一人知り合いのいない秋閏という土地で一人暮らしを始め、

今までは母親がやっていた食事作りや洗濯なども自分でやらなけれぱならなくなりました。

そんな感じで始まった秋日ヨでの生活は今ではだいぶ慣れて、学科内、学科外の友人もでき、



部活動では頼りになるチームメイトにも出会うことができました。そして、部活動を通し

て顧問の先生とも親しくなり始めました。

　私は、中学校の教師になりたくて大学に進学することを決めました。教師を目指そうと

思ったのは中学2年生の時だったと思います。決意してからというものは学校の先生を観

察したり、自分だったらこういう風に教えるのにな、と考えたりするようになりました。

こういったことを何年も積み重ねてきたせいか、大学に入学してからも先生の行動を見て

いました。

1－2　K先生との出会い

　大学で初めて出会った先生というのが、私が所属している部活動の顧問の先生であるK

先生でした。最初の印象は、優しそうな人だと思いました。初対面の時は、特に話もしな

かったのでこ1れ以上のことは思いませんでした。K先生の身長はあまり高いわけではなく、

体型もいたって普通の一般的な感じです。先輩たちもK先生のことをすごく慕っていて、

先生が部活動の様子を見に来ればみんなであいさつをしていました。先輩たちが先生を慕

っているのがわかったのは、誰でも気軽に先生と話していて、また先生も笑顔で先輩たち

と話をしていたからです。自分がK先生と直接話をしたことはなかったのですが、そうい

った様子を見ていただけでも先生の人柄の良さというのが伝わってきていた気がします。

1－3　部活動でのK先生

　先生と私が初めて話したのは、テニスの大会の打ち上げ飲み会の時だったと思います。

まずは自己紹介をし、お酒を先生に注ぎます。（20歳になっていたので法律違反はしていま

せん）先生には、そのときに「これからも部活を頑張って強くなるように。期待している

よ」といった励ましのお言葉を頂きました。初めて話すということで礼儀だけはしっかり

しようと心掛けていたせいか多少緊張していたのですが、先生と話していくうちに緊張も

解けていました。そのときに先輩たちが先生を慕っているのは、こんなにも話しやすいか

らなのかなと思いました。

　それからは、先生が部活動の様子を見に来た時はあいさつもこれまで以上にしっかりす

るようになっていました。先生と話す機会は徐々に増えていきましたが、そのほとんどが

飲み会の時です。先生は、いつも笑顔でお酒を飲み、みんなと一緒に笑ったりして楽しん

でいるようでした。

私の所属している部活動には秋にOB会や校内戦などの部活内のイベントがあります。



そういったイベントには先生はプレイヤーとして出場します。先生がテニスをしていると

ころを見たのは去年の秋がはじめてでした。普段と変わらずにテニスをやっていると思っ

ていたら、真剣な表情でプレーしていました。工一スをとれぱ喜んだり、ミスをすれぱ笑

いながらも悔しがっていたりと私たち部員と変わらないくらいテニスを楽しんでいました。

そういったところもみんなに好かれる理菌なのかもと思いました。

　もちろん先生がいつもいつも笑っているわけではありません。飲み会でも私たちにアド

バイスをするときは真剣な表情で伝えてきますし、これからの部活や人生について語る時

もすごく真剣な表情で訴えてきます。そのギャップも人をひきつけている理歯なのかなと

も思います。

これまでに書いてきたことはあくまでも私からの見解ですが、周りの人たちも私に近いこ

とを感じていると思います。だからこそ、先生のことをもっと知り、先生の魅力あるとこ

ろを真似するためにもこの授業でのインタビューを通して得ていきたいなと思います。そ

して、得たことを将来の自分に活かせたら良いなと思います。

2　インタビューにて

　インタビューをさせていただいた時間は、約一時間です。この一時間という短い時間の

中で闘きたいと思っていたことを闘いてきました。

Q1　これまでの経歴を教えてください。

先生：秋閏県南秋日ヨ郡出身で、秋困高校　→　秋蘭大学　→　大学の教員という感じで

　　　進んできた。子ども時代は、近所の外で遊び、たとえば、川遊びや鬼ごっこ、し

　　　じみを採ったり、家の手伝いをしたりしていた。

　　　高校時代は高校2年生から陸上を始め、大学2年生まで続けていた。

　　　大学時代は、それなりに遊んでいて、研究室旅行でスキーをしに行ったりしてい

　　　ていたね。ほかにもパチンコやボーリングをしに行っていたね。

先生も先生になる前は、普通の学生生活を送っていたんだなと思いました。遊ぶ時は遊ん

で勉強するときは勉強するという感じだったのかなという印象を受けました。他にも様々

な事を話していただきました。

Q2　なぜ教員になったのか理由を教えてください。



先生：大学を卒業する前から教員になりたいと思っていた。教員というものにあこがれ

　　　ていたんだと思う。教員になりたいと思ったきっかけは、小学校四、五、六年生

　　　の時の担任の先生との出会いだな。とても人柄がよい人で尊敬していたよ。

この質間の答えを聞いた時に自分との共通点を見つけた気がしました。

私が教員になりたいと思ったのは、申学2年生の時でした。顧間の先生の魅カにひかれ、

教員になりたいと思い始めたからです。

Q3　自分のこれまでの進路（人生）を後悔していますか？

先生：後悔していないよ。自分が教員になりたいと思ってなったわけだからね。ただ、こ

　　　　の仕事を辞めたいと思ったことはある。愚痴みたいなもんだけどね。あとは、何

　　　　もしないで後悔するより、チャレンジしてから考えるほうがいいと思うよ。やっ

　　　　ぱり、やる前から諦めたり何もしなかったりだと後悔の念が強くなるからね。そ

　　　れに、実際にやってみないと結果なんてわからないんだからさ。

とても良い言葉を聞くことができたなと思いました。”やってみなければわからない”とい

う言葉が胸に突き刺さった気がしました。とにかく、チャレンジ精神で様々な事に取り組

んでいくことが成長するための近道なのかもと思いました。

このインタビューを通して普段なかなか話す機会がないK先生とこういったことを話せた

ことは、とても貴重だったと思います。仁った！時間でしたが、今回のインタビューで先

生のお話から参考にするべきことがあったので無駄にしないようにしようと思いました。

また、部活のことについても励ましのお言葉をいただいたのでさらにテニスのほうも精進

していこうと思いました。

3　インタビューを通して考えたこと

　今国の貴重な機会でなぜ自分がK先生にインタビューしたいと思ったのか、K先生の魅

力というものが、改めて分かった気がします。

　私の理想とする教師像は、授業が分かりやすく、毎賢笑顔を絶やすことのない、生徒か

ら信頼される先生です。とても、アバウトで申し訳ないのですがこれが今目指しているも

のです。特に、生徒から信頼されることには重点を置きたいと考えています。

　なぜ、そこに重点を置くのか？



　それは、人閻関係を築く上でとても重要であると考えているからです。また、授業のわ

かりやすい先生はたくさんいても信頼される先生というのは、ごくわずかな存在だと思う

からです。生徒にとって必要な存在になりたいのです。

　K先生は、インタビュー中に生徒との関わりの中で意識しているこ1とがあるといってい

ました。それは、生徒との壁（距離）をなくすことだそうです。私は教師になる上で生徒

との距離を近づけることはとても重要なことだと考えています。距離が近ければ生徒とよ

りよい関係が築けるし、生徒の変化にいち早く気づくことができるからだと思うからです。

　だから、K先生に対してはみんなが気軽に話をすることができたり、一緒に笑ったりで

きるのではないかと思いました。そういったところを見ていて、私はK先生に魅力を感じ

たのだとわかりました。

　このことがわかったので、これから人間関係を築いていく中で相手との距離をなるべく

なくせるように意識していけば、将来自分が教師になった時にきっと役立っだろうと思い

ました。

4　このクラスについて

　私は、最初この授業を取るつもりはありませんでした。友人に一緒に受けないかという

誘いがあり、受けることにしました。

　目的主題別科目ということで、周りは一年生ばかりでとても居心地が悪かったです。（本

音ですいません）しかし授業が始まってみると、だんだんこの授業を受けるのが楽しみに

なっていきました。

　特に留学生と同じグループになってからは楽しくて仕方がありませんでした。楽しいだ

けではなくなくて、韓国の文化や考え方に触れることができたし、目本語を教えることの

難しさに気づくことができました。毎回の授業を通して、ユミとボンソクの二二二人と仲良く

なれたことは本当に嬉しいことだと思っています。

　確かに最初は受ける気がなかったけれど、今では本当にこの授業をとって良かったと思

っています。



魅力の無さが魅力

G7高橋竜一
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1　どうして石井にインタビューしたいのか？

2　インタビューで話したこと

3　インタビューの結果分かったこと

4　目本事情を振り返って

1　どうして石井にインタビューしたいのか

　私は同じ学課の友達の石井君にインタビューしたいと考えています。彼を選んだ動機や

彼とのエピソードなどをグループのみんなのアドバイスを踏まえてまとめました。

　石井と初めて会ったのは、1年生の時行われた「笑っていいとも」というイベントです。

たまたま同じグループになった私たちは自己紹介を済ませた後、特に話すこともなくその

ままイベントが終了するまで会話することはありませんでした。その時の石井への印象は、

特に何もありません。彼とは4年間伸良くなることはないだろうと思っていました。実際、

その後1年間はたまに話すだけの微妙な閻柄でした。今となっては頻繁に遊んだりします

が、いっからそうなったのかはっきり覚えていません。

　石井はとにかく特徴だらけの見た目をしていますが、一番冒につくのは異常な筋肉質の

体です。身長169c鋤、体重75kgでベンチプレス1五〇kgとパワーだけはずぱ抜けていて、

高校から大学の途申まで柔道部に所属していました。そのため耳がぐちゃぐちゃで、見た

目だけは本気の格闘家です。地元の高校では一番強かったらしいのですが、柔道の強い秋

大に来て惨敗したみたいです。しかし、高校時代に何となく出場してみた相撲大会で関東

ベスト8になり、この肩書をいまだに自慢しています。

　彼は非常によくしゃべり、とてもオープンな性格です。そのため交友関係は浅く広いタ

イプです。また、笑いに対してシビアであり、滑ることをおそれず自分を犠牲にしてでも

常に周囲の笑いを求めています。周りからは「面白い人」というイメージを持たれていま



すが、よくしゃべる分ヒットが少ないので打率は低いと思います。そのため学課では欄当

ないじられキャラです。同じ学課にいることが不思議なくらい頭がよく、数学に関しては

自分のレベルでは全く話がで通じないほどできます。なので、テスト前やレポートの締め

切り前になると彼の周りにはたくさんの人が寄ってきて、終わるとみんな離れていきます。

　石井のことを紹介しようとしても負の印象しか思いっきません。そんな彼と友達になっ

た最大の理由は趣味が合うことだと思います。彼は柔道家で、私も空手部だったので共に

武道家として通じるものがあります。先目、アルヴェで行われたプロレスの試合を一緒に

見に行きましたが、やはり格闘技を経験した者岡土意見が一致してとても楽しかったです。

お互い古着が好きなので、よく一緒に店を回ったりもします。また、よくしゃべる石井と

おとなしめの私の性格がうまくはまったのもあるとおもいます。

　何回も言いますが、石井はうるさいくらい喋るし、人から好まれるルックスでもないの

になぜみんなから慕われるのだろうかと疑間を抱くことがあります。集団の中の一人とし

て考えると、一人一人役目みたいなものがあって、石井には石井のポジションがあると思

います。そのポジションは私が今まで関わってきた集団にはなかったタイプだと思います。

ということは、いなくてもいいようなものだけど私たちの中では彼はなくてはならない存

在です。実際学課の中では、みんな石井を拒否しつつも慕っています。とても不思議な人

です。これを書いている今も、なんであいつのことについてこんな長い文章書かなければ

ならないのかと不満たらたらです。しかし、私自身気づかずに彼の魅力に触れているのだ

と思います。

　これが私の知る限りの石井です。彼の魅力なんて知りたいとも思いませんが、インタビ

ュ㎞を通して少しでも謎の真相を知れたらいいと思います。

2　インタビューで話したこと

自　分：なぜそんなに筋トレするのか。

石　井：中学生の頃「デブ」と呼ぱれていて、それが嫌で高校生になってから筋トレを始

　　　　めた。みるみるうちに胸筋がついていき周囲から誉められるようになり、最初は

　　　　それが快感で筋トレをしていたが、今では自分の価値観そのものになって、脇ト

　　　　レのない人生は考えられない」というほど生活の一部となっている。人生を通し

　　　　て続けたいことである。

自分：好きなお笑い芸人は？



石井：さまあ～ず

自　分：なぜそんなにお笑いにこだわるのか。

石　井：人を笑わせることは、男としての最大の魅力だと思うから。人と話していて楽し

　　　　いと思われることが自分の一番の喜びであり、みんなのバラエティ的存在であり

　　　　たいと思う。

自　分：いつから笑いに目覚めたのか。

石井：もの心ついたときから。

自　分：自分から見たら石井はだれでも受け入れるような性格で、周囲からは面自い人と

　　　　いう印象があると恩うが、自分ではどう思われてると思うか。

石　井：支離減裂。うるさい。

自　分：どう思われたいのか。

石　井：こいっ面白いやっと思われたい。お笑い的な要素だけでなく、真面目な話もでき

　　　　るような存在。相談されるのが好き。rハートもOハート」な関係でありたい。

自分＝一見明るいキャラに見えるけど、大勢で騒いだりするのはあまり好きそうではな

　　　　く、どちらかというと少人数でひっそりしているほうが好きそうに見えるが、ど

　　　　う？

石　井：実は根暗な部分も隠し持った人間だと思う。新しい環境に適応するのが苦手。

自　分：交友関係は広く浅いタイプだと思うが、特別仲の良い友達はどうゆうタイプが多

　　　　いか。共通点とかあるか。

石　井：一緒にいて楽な人と、気が合う人の2パターンあると思う。

自　分：尊敬する人は？

石　井：おじいちゃん。幼いころ両親が忙しかったためおじいちゃんと過ごす時間が長っ

　　　　た。その時にたくさん知識をつけてくれた。

　　　　プロレスラーの丸藤さん。プロレスを見に行った時に偶然出会い、筋トレのアド

　　　　バイスをいただいた。

3　インタビューの結果分かったこと

インタビューした結果、改めて変わった人だと思いました。恥ずかしいようなことも平



気でしゃべれるところはさすがだなと思います。インタビューしていてもいちいち熱いの

で非常に疲れましたが、そこが彼の魅力でもあります。

　また、意外な発見もありました。石井はいつも何も考えずただべらべらしゃべっている

だけだと思っていましたが、人聞関係についてまじめに考えているようで少し見る目が変

わりました。人と関わるのが好きという面もあれば、ひとりでひっそりとしていたい根暗

な面もあります。そんな二面性を持ちながらも周りといい人聞関係を築けるのはやはり人

柄の良さのおかげだと思います。人間環境課程ではかわいそうな立場にいますが、みんな

彼を信頼してのことです。このインタビューを通して雀の涙ほどしかない石井の魅力につ

いて知ることができました。

　インタビューで石井は「話していて楽しいと思われることが最大の喜び」と答えてくれ

ましたが、私は人とのコミュニケーションをそのように捉えたことはありませんでした。

石井は他人からの自分に対するイメージをとても気にするので、っまらない人だと思われ

ないために必死にしゃべりますが、私は逆で悪いイメージを持たれるよりだったら何も喋

らないほうがよいと考えてしまいます。また、暇暗な部分を持っ」噺しい環境に適応す

るのが苦手」という部分では自分と共通していると思います。石井も私も周囲の雰囲気に

合わせて明るくふるまうこともありますが、少人数でひっそりとしている方が好きという

のが本音です。石井は天然の元気系だと思っていたので意外でした。周りから見れぱ、石

井と私は全く正反対の人間に見えると思います。実際、仲良くなる前は私もそう思ってい

ました。しかし、彼の内面を知っていくうちに自分と似た部分がたくさん見えてきました。

私にとって石井の魅力とは共有できるものもあれば、新しいことも学べる他にはいない存

在であることだと思います。また、彼は普通だったら尊敬されるくらい頭がいいのに、ほ

かのマイナス面が多くて周りからは小馬鹿ににされています。しかし、そのマイナスポイ

ントこそが彼を近づきやすい存在にしているのだと思います。この出来杉くんとのび太く

んの両方の面を合わせ持つことが誰からでも愛される石井を作り上げているのだと思いま

す。

4　このクラスについて

　最初は単位稼ぎのつもりで受講したのに、6400字のレポート、インタビューと聞いてや

めようと思いました。しかしグループの友達ができ、途中から楽しく感じるようになりま

した。普通の講義なら休める分はきっちり休む自分が、目本事惰だけは今のところ全部出

席しています。グループのみんなのおかげだと思います。留学生との交流と聞いて緊張し

ていましたが、二人とも目本語でたくさん話しかけてきてくれてすぐに伸良くなれました。

みんなと楽しく過ごせたことがこの授業の一番の収穫です。
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1．どうしてサンジンさんにインタビューしたいか？

1－1　先輩として出会った李さん

　留学に来る前、サンジンさんと私は目本語学科の役員でした。

役員は4人か5人ぐらいいましたが、他の人よりサンジンさんと一緒に過ごす時聞が多かった
です。なぜなら、そのとき私は、学校の寮に住んでいたので遅くまで行事の準備ができたから
です。

そして、多くの学科の行事は僕たちの考えから行われたことでした。

それをきっかけに、私とサンジンさんはだんだん親しくなってきました。

私は、もともと人と付き合うことが苦手ですから、一度したしくなった人を相当にたよる性格
です。そして、その後から自分の悩みに相談をのったり、恋愛の間題についてもよく聞きたり
しました。

　私にとって、あれだけ親しい先輩はいなかったです。

同じ学科の先輩たちは、後輩に対して厳しかったので、親しくなることは難しいと思って悩ん
でいたときもありました。

それで、私はサンジンさんを他の先輩たちとは違う、特別な人だと思いました。

1－2　一緒に住むことになった李さん

　しかし、いつもサンジンさんと仲良かったことはありませんでした。

サンジンさんのまじめな面が見たかったです。

会議があったとき、今までの行事について書いたメモをよく忘れたり、決断力が弱くてどれを

決めるか迷ったりして、少しは彼を信頼できなかったときもありました。

そのごろ、留学の周程と、寮に合格、不合格の結果が出ました。結果には、10人は寮、4人
寮に入れないそうでした。その4人の中で私とサンジンさんが含みました。

冒本には行きたかったです、2人とも。

ところが、二人暮しには、自信があまりなかったです。

まずは、自分のスペースを持ちたかったです。

また、二人で住んだらお互い合わないところも当然あるはずだとおもいました。もともと、個
性が強い自分なので、他人と一緒に住むなんて、よくできるかと思いました。

しかし、今まで仲良かった人だったので「先輩と仲良く過ごしてみよう」と考えました。



1－3　相手にした理由

　今サンジンさんとは、とても親しくなりました。最初は無論、合わない部分があるはずだっ

たですが、少しずつ慣れた今は、一人じゃなくて二人で住むことになってとてもよかったと思
います。

　先輩はとてもおもしろく、愉快な人です。

前の部分で言ったように、先輩は、先輩と後輩の関係に対して他の先輩たちとは違う、やさし
いです。

自分が好きな人のタイプや食べ物、または性格が相当に似ていて、一緒にいると対話がよくで
きます

それでサンジンさんと一緒にいたら、心の中から話したい言葉がよくでます。

その員に会った人たちの話やお互いの今の悩みについて。

これが、このインタビューの相手にサンジンさんをすることに決めた理由です。

けンジンさんにどのような魅力があるのか」　「どうして、彼と一緒にいると自分が、自分ら

しくできるか」それが相手にした理由です。

2．　インタビューで話したこと

サンジンさんとのインタビュー

12月16目　午後3時ごろ。
サンジンさんと学生食堂でインタビューをやりました。

質間1　サンジンさん、兄弟はいますか

先輩：4才上の兄がいる。俺と性格が大違いから彼は勉強しか知らない。それで今は大学院で

　　　博士の課程で大学の教授を禺指して勉強している。俺は勉強が苦手だったから正反対タ
　　　イプだろうな。

少し意外でした。サンジンさんは何か行事があるとき、自分が率先して仕事をするタイプの男
性ですから、私は彼には明らかに年下の兄弟がいるはずだと思ってましたからです。

質闇2　趣味ゲームでしょう。操作が難しいビデオゲームをそれほど上手になるなんて珍しい
　　　　です。

先輩：小学5年生のとき、同じ町に住むあの兄と偶然にゲームセンタを行ったのがはじめて、

　　　そこでr鉄拳」　（目本でも有名なビデオゲーム）のおもしろさにはまっちゃった。それ
　　　がきっかけでいままでずっとやってきた。

先輩はゲームセンタで使ったお金をちゃんとためたら車を買うほどだと言われ「やはり、そん

なに難しいゲームの操作を自歯にできることなんて、それほど自分の努力があるはずだ」と思
いました。でも、あまりうらやましくなかったですね。

質間3　先輩、私が先輩に留学について闘いたときは、先輩はまだ迷っていました。

　　　　留学を決めた、何か動機がありましたか。

先輩：最初は、留学に関心がなかった。家庭の都合もあったし親も早く卒業して俺が就職する



ことを願ったから。でも、留学に行ってきた先輩たちの助言を聞いて、秋貝ヨに行きたいと思っ

た。留学の体験は目本語の能力はもちろん、あとで就職するときにも自分の大きなメリットに
なるから絶対行ったほうがいいとみんなに言われた。それで親を説得して就学を決めた。

質問4 最初はどうでした、ここに着いたとき。私たちはアパートを探して早く引越ししなき

ゃいけない状況でした。

先輩：（不愉快な顔で）辛かった、そのときは。ほかの人たちは自分の部屋があるから着いて

　　　　すぐ荷物の片付けができたが、俺たちはそれができなかったから。本当に寂しかった
　　　　し、心配だったよ。

私　　　どういうふうに考えると、そのせいでアパートの4人がもっと親しくなったかもしれ

　　　　ません。いまアパートのメンバー4人を韓国の有名なバラエチィー番組「ファミリー」

　　　　を真似してけアミリ1と呼んでいますが、どうですか。私たち、ファミリーにつ

　　　　いて
先輩：　言葉通りギ家族」だと思う。見かけだけでファミリーじゃなく自分が本当に辛いこと

　　　　があり苦しいことがあるとき、一番おもいだすメンバー。

　　　　留学の生活で一番大切になったと思う。

質間5 私と一緒に住むことになったとき、どうだったんですか？

先輩：さあ。最初は、むしろよかったと思った。他の人より私と一番したしいと思ったから。

　　　それより、住む場所さえ今決まったことがないと言われたので、そのときはそれが最も
　　　大きい心配だった。

本当にそうでした。私たちを含め4人は、目本に行ってから自分たちで（もちろん学校の援助

もありましたが）なんとか住む場所を探さなければならない状態だったので本当に心配でした。

質問6 最初と今、どうですか。最初にもったイメージと違いがありますか

先輩：お互いの好みが意外によく合うと思った。好きな音楽とか好きな人間のタイプ、また話
　　　し方も少し似ている。

　　　話がお前とよく通じると感じていることもよかったと思う。最初のイメージは、冷静な

　　　人や敏感人だと思ってどのくらい親しくなれるか心配もあったけど今はそんな心配はし

　　　ない。かなり親しくなった感じがする、お前もそうだろう

私はここでほっとしました。　「先輩も私のことをほかの人よりは楽に思ってくれ肴んだ」と思
ってから。

実際に、サンジンさんと私の好みはとても似ていたと思いました

音楽はもちろん、自分とよく合う人のタイプまで。それで、サンジンさんとはいっもたくさん
の対話ができます。あまり意見の衝突もないし、一緒にいるととても楽な気がします。

先輩：またお前の料理にもとてもびっくり。お前、今まで料理は全然しなかったと言っただろ

　　　う。それで「俺も料理にはあまり自信がなくてどうすれぱいいかな」と悩んだときもあ

　　　ったよ。でも、お前が初めにつくった料理を食べたあとには本当にほっとしたよ。とて

　　　もおいしかったから。料理のセンスがあると思って俺はこれから洗い物を担当すればい

　　　いだろうとかってに決まったけど、良いだろう。たまには俺も料理を作るから。

私はr料理より家事こそ手伝ってください」と愚痴をこぼしました。



質間7 この間、私のせいで混乱したことは？

先輩：最近、Aとお前、けんかがあったじゃん。そのときだった。

　　　俺の立場は、Aの味方も、お前の味方のない、先輩として伸裁するわけ。そんな風にお前
　　　が怒ったらみんなが混乱な状態になる。あとは注意してくれ。

先輩の指摘は厳しかった。とてもまじめな顔をして、私をせめることを感じました。

しかし、先輩のおかげで十分反省もできました。

質間8 目本にいる間の賢標は何ですか

先輩：おれ、帰ったらもうすぐ卒業だろう。そしていま目本にいる聞、なるべくたくさんの思

　　　い出を作りたい。バイトもやりながら友たちも付き合ってもらいたいし自分でかせいだ

　　　お金で旅行もしたい。韓国に戻るとまた忙しい冒常や就職のプレッシャーがあるので今
　　　の毎目を楽しんでいきたい。

私：戻ったら何がやりたいですか？

先輩：自分のお店をもって経営したい。

　　　韓国の食べ物、たとえば韓園風の焼肉屋を員本で運営して、韓国の料理を目本へもっと
　　　知らせたいことが俺の夢だ。

　　　それを目指して、まずは目本語を自由にしゃべることができるように、目本語を勉強す
　　　ることが何この1年の閥、目標だ。

先輩は私の目標についても聞いてみました。私は留学の目標が三っあると答えしました。

一っ黒は一番大事な貿標、日本語の勉強です。目本語は自分の専攻の科胃であるし杜会に出て
就職するためにも何より一番大切な自分の能力になるので一生懸命勉強すべきです。

二つ禺は楽器を一つぐらいきちんと習うことです。

楽器が一っぐらいできて楽しめることは、人生の大きなメリットだし生活で溜まったストレス

をとける一っの良い方法だと思うので習いたいです。

三つ目は筋肉のトレーニングです。

韓国に戻って卒業するとすぐ軍隊に入る身分なので、軍人として一番大事な条件の体力をため、
大事なことです。

二つ良は韓国に戻っても習えることではないかと先輩に闘かれたが、目本で習ったその経験は
自分にとてもおもしろい、特別な思い出になれると思うのでここで習いたいと答えました。

後で将来については、まだはっきり決めたことがない、ただ後で就職してもずっと目本語を使
えて働いていきたいと言いました。

そして、今まで私たちが続けて勉強したことも、何より自信があり科目も「目本語です」と言
えるはずだから、この留学する期閻を無駄にならないように勉強したいと言いました。

3．インタビューの結果わかったこと

私はインタビューを通じてわかった結果より、一緒に暮らしながらわかったことについて書こ
うと思います。

サンジンさんはここにいる間だれよりアパートに住んでいる4人を一番大事にしていると言い

ました。私たちのことに関しては、いくら細かい問題にも心配してくれるので、まるで父親だ
と思われているかもしれません。



私も嬉しいことがあるときや間題があるとき、サンジンさんとたくさんの話をするので今は本
当に親しくなったと感じています。

一緒に暮らしながら感じたサンジンさんの長所は、いつも一緒に考えて何かをしようとすると

こ二ろです。何かがあったとき「お前がしろ」ではなくて「どうすればいいと思う、お前は。」

と言いながら、私と意見を合して決定しようとします。

自分は韓国にいる時、後輩たちにそのような言い方より、命令する言い方のほうが多かったで
はないか反省した時もありました。

これを全部まとめてもう一度かんがえてみました。どうして先輩と一緒にいると自分が自分ら
しくできるか。

それは簡単に説明するこ1とは難しいですが、先輩を家族のように感じていることだと思います。

家族というのは自分が一番らくに対する人や一番じぶんを理解してくれる人だと思いますので
先輩とたくさんの話ができることだと感じます。

4．　「目本事情口」振り返って

目本にきてもう3か月半ぐらいがたちました。その中で、たくさんの閏本の人と話すことがで
きる授業が、この胃本事情だったと思います。

多文化コミュニケーションをテーマにして目本の人たちと文化を紹介してその文化の違いに話

し合う授業だったので韓国の文化をみんなに分かりやすく説明することが難しかったです。

また、自分がインタビュ＿したい人をひとり選んでその人のどんな魅力があるか、ほかの人で

はなく、なぜその人を選んだのかを考えてみるテーマメモというレポートはとても興味深いこ
とでした。

あの人についてrその人が私にどんな人だろう」ということを意味深く考えたことがなかった
ですから。

それで、同じグループのみんなの発表を闘いていながら、　「自分の誰かにインタビューの相手

として、魅力的な人になりたい」と思ったときもありました。

そして、まだ目本語の能力が下手なので、同じグループの人たちともう少したくさんのテーマ
で話し合えなかったことやもっと積極的ではなかったことが借しかったです。

しかし、それにもかかわらず、私とユミにやさしく対してくれた皆さんに本当に感謝したい気
持ちです。


